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『
管
見
抄
白
氏
文
集
』
の
発
見
経
緯
と
そ
の
奧
書
に
関
す
る
考
釈

―

宗
尊
親
王
と
石
清
水
八
幡
宮
田
中
坊
と
の
関
わ
り

―

陳

翀

周
知
の
如
く
、
日
本
に
現
存
す
る
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
『
白
氏

文
集
』
と
『
管
見
抄
白
氏
文
集
』
（
以
下
『
管
見
抄
』
と
略
す
）

は
、
唐
末
五
代
及
び
北
宋
初
期
の
『
白
氏
文
集
』
の
原
型
を
探

る
最
も
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
一
方
、
こ
の
二
つ
の
旧
鈔
本

は
、
何
れ
も
鎌
倉
幕
府
時
代
に
成
立
し
た
も
の
で
も
あ
り
、
鎌

倉
幕
府
の
文
化
活
動
及
び
そ
の
文
化
圏
の
形
成
に
関
す
る
研
究

に
お
い
て
も
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
第
一
級
の
史
料

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
主
に
本
文
の

価
値
に
注
目
し
、
白
詩
文
の
文
字
異
同
の
調
査
に
利
用
す
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
両
本
の
、
と
く
に
『
管
見
抄
』
の
成
立
及
び

伝
播
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た

と
は
言
い
難
い[

１]

。
ま
た
、
す
で
に
筆
者
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

現
存
す
る
『
管
見
抄
』
は
、
鎌
倉
時
代
の
写
本
で
は
な
く
、
江

戸
時
代
後
期
幕
府
御
家
人
の
屋
代
弘
賢
（
一
七
五
八
―
一
八
四
一
）

に
よ
っ

て
制
作
さ
れ
た
模
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
た
め
、

そ
の
書
写
及
び
伝
承
経
緯
に
つ
い
て
も
、
一
か
ら
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る[

２]

。

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
現
存
す
る
『
管
見
抄
』
に
書
き
写
さ
れ

て
い
る
奥
書
を
取
り
上
げ
、
中
世
学
術
史
に
お
け
る
有
益
な
史

料
と
い
う
視
点
か
ら
、
そ
の
本
文
の
整
理
と
解
読
を
行
い
、
現

存
す
る
『
管
見
抄
』
の
原
本
の
成
立
経
緯
を
明
ら
か
に
し
、
従

来
と
異
な
る
二
、
三
の
見
解
を
提
示
し
た
い
。

一

- 28 -

『
管
見
抄
』
は
、
現
在
、
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
該
本
に
つ
い
て
、
『
内
閣
文
庫
百
年
史
』

に
、
次
の
よ
う
な
解
説
が
行
わ
れ
て
い
る[

３]

。

管
見
抄
（
白
氏
文
集
）

一
〇
巻
（
巻
三
欠
）

九
冊

永
仁
三
年
写

本
書
は
、
巻
一
〇
の
巻
末
に
あ
る
本
奥
書
に
よ
る
と
、
康
元

元
年
（
一
二
五
六
）

一
〇
月
一
四
日
か
ら
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）

一
〇
月

七
日
ま
で
の
三
年
間
に
、
か
な
り
の
顕
官
と
思
わ
れ
る
人
物

に
よ
っ
て
、
「
白
氏
文
集
」
七
〇
巻
中
か
ら
治
政
の
参
考
に

な
る
詩
文
を
中
心
に
全
体
の
三
分
の
一
―
九
七
五
篇
を
抄
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
底
本
と
な
っ
た
「
白
氏
文
集
」

は
、
金
沢
文
庫
蔵
旧
鈔
本
に
近
い
一
本
と
宋
刊
本
と
思
わ
れ

る
が
、
現
存
す
る
宋
版
（
南
宋
紹
興
初
年
（
一
一
三
一
―
）

刊
）
に

は
見
ら
れ
な
い
詩
三
首
が
あ
る
。
文
庫
本
は
、
巻
九
中
・
一

〇
の
奥
書
か
ら
、
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）

の
五
月
二
六
日
か
ら
六

月
一
七
日
に
か
け
て
、
数
人
（
少
な
く
と
も
三
人
）
の
手
に

よ
っ
て
関
東
田
中
坊
と
称
す
る
地
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
底
本
に
存
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、

文
庫
本
の
書
写
と
同
時
に
施
し
た
と
思
わ
れ
る
古
訓
点
が
あ

る
。
斐
紙
・
白
界
・
粘
葉
装
。
和
学
講
談
所
に
旧
蔵
の
当
時

か
ら
、
第
三
巻
を
欠
い
て
い
た
。
他
に
伝
本
を
知
ら
れ
な
い
。

昭
和
三
二
年
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
（
請
求
番
号

重
四
―
一
）

右
文
に
お
い
て
は
、
現
存
す
る
『
管
見
抄
』
は
、
粘
葉
装
に
装

丁
さ
れ
て
、
元
々
は
和
学
講
談
所
の
旧
蔵
本
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
明
は
、
必
ず
し
も
正
確
と
は
言

え
な
い
。
実
は
、
我
々
が
現
在
目
に
す
る
『
管
見
抄
』
は
、
す

で
に
和
学
講
談
所
旧
蔵
本
の
原
型
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
管
見
抄
』
の
発
見
者
で
あ
る
福
井
保
氏
は
、
か
つ
て
「
管
見

抄
改
装
始
末
」
と
い
う
短
文
を
書
き
残
し
、
そ
の
発
見
当
初
の

形
態
及
び
改
装
の
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

[

４]

。
「
管
見
抄
」
は
、
鎌
倉
時
代
に
上
等
の
斐
紙
を
用
い
て
書

写
さ
れ
、
粘
葉
装
製
本
さ
れ
た
。
し
か
し
、
以
来
数
百
年
の

歳
月
を
経
る
う
ち
に
糊
の
効
能
が
う
す
れ
、
一
枚
一
枚
の
紙

葉
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
表
裏
や
順
序
が
混
乱
し
た
。
江
戸

末
期
に
和
学
講
談
所
の
所
有
を
経
て
、
恐
ら
く
近
代
に
な
っ



- 29 -

て
か
ら
、
紙
葉
の
順
序
が
乱
れ
た
ま
ま
で
、
丈
夫
な
麻
糸
を

用
い
て
、
き
わ
め
て
無
雑
作
に
線
装
本
と
し
て
、
綴
じ
ら
れ

た
。
昭
和
三
十
年
ご
ろ
、
国
書
ば
か
り
を
収
め
た
本
箱
の
中

か
ら
、
私
が
最
初
に
「
管
見
抄
」
を
手
に
し
た
と
き
目
に
し

た
の
は
そ
の
よ
う
な
姿
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
「
管
見

抄
」
と
は
如
何
な
る
書
物
で
あ
ろ
う
か
、
他
の
図
書
館
の
蔵

書
目
録
や
解
題
類
に
も
所
見
が
無
い
。
長
澤
先
生
に
見
て
頂

く
と
「
白
氏
文
集
」
の
よ
う
だ
と
言
わ
れ
た
。
そ
こ
で
「
白

氏
文
集
」
と
本
文
を
対
照
し
て
い
る
う
ち
に
、
右
の
よ
う
に

紙
葉
の
順
序
が
乱
れ
た
乱
丁
本
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
そ

れ
は
乱
丁
本
を
書
写
し
た
の
で
は
な
く
て
、
前
記
の
通
り
、

粘
葉
装
の
紙
葉
の
順
序
や
折
り
方
が
乱
れ
た
ま
ま
綴
じ
ら
れ

た
こ
と
を
知
っ
た
。
た
ま
た
ま
そ
の
頃
、
京
大
人
文
科
学
研

究
所
で
は
平
岡
武
夫
教
授
を
中
心
と
し
て
「
白
氏
文
集
」
の

校
勘
学
的
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
「
管
見
抄
」
と

い
う
「
白
氏
文
集
」
の
古
写
本
が
出
現
し
た
こ
と
が
、
長
澤

先
生
か
ら
神
田
喜
一
郎
先
生
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
た
。
驚
い

た
研
究
所
で
は
す
ぐ
に
写
真
撮
影
を
行
い
、
焼
付
写
真
を
作

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
錯
簡
を
訂
正
し
、
重
要
な
本
文
研
究
の

資
料
と
し
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
。
昭
和
三
十
年
に
は
重

文
指
定
を
受
け
た
。
昭
和
三
十
三
年
の
秋
で
あ
っ
た
か
、
内

閣
文
庫
が
「
本
朝
続
文
粹
」
の
影
印
に
着
手
し
た
と
き
、
原

本
を
京
都
の
便
利
堂
の
ス
タ
ジ
オ
に
運
ん
で
撮
影
し
た
。
そ

の
機
会
に
私
共
は
「
管
見
抄
」
を
京
都
に
運
び
、
人
文
科
学

研
究
所
の
焼
付
本
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
本
の
錯

簡
の
訂
正
を
行
っ
た
。
研
究
所
の
一
室
を
借
用
し
て
、
畝
目

文
庫
長
と
私
と
は
原
本
と
焼
付
本
と
を
対
照
し
な
が
ら
原
本

の
一
葉
ご
と
表
裏
や
順
序
を
正
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、

き
わ
め
て
自
然
に
最
初
の
粘
葉
装
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
そ
れ
を
文
庫
に
持
帰
っ
て
、
文
庫
の
製
本
係
に
よ

っ
て
、
粘
葉
装
の
原
型
に
復
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
麻
糸
の

綴
じ
穴
が
残
っ
た
が
こ
れ
は
止
む
得
な
か
っ
た
。

一
方
、
『
内
閣
文
庫
百
年
史
』
の
解
題
及
び
福
井
氏
の
回
想

に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
存
す
る
『
管
見
抄
』
は
、
第

三
冊
の
欠
巻
を
除
き
、
第
一
冊
か
ら
第
五
冊
ま
で
に
、
幾
つ
か

の
欠
葉
も
存
在
し
て
い
る
（
第
一
冊
、
第
二
冊
、
第
四
冊
は
首

欠
、
第
五
冊
は
中
欠
）
。
幸
い
に
も
、
こ
れ
ら
の
欠
葉
は
、
遂

に
最
近
、
智
積
院
の
「
新
文
庫
」
か
ら
、
宇
都
宮
啓
吾
氏
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
発
見
さ
れ
た
欠
葉
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の
形
態
に
つ
い
て
、
宇
都
宮
氏
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い

る[

５]

。智
積
院
本
は
装
幀
が
粘
葉
装
で
、
料
紙
共
紙
表
紙
。
料
紙

は
楮
紙
打
紙
（
素
紙
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
外
題
は
無
く
、

巻
首
に
各
帖
「
管
見
抄
一
／
文
集
一
」
・
「
管
見
抄
二
／
文
集

二
」
・
「
管
見
抄
四
／
文
集
四
」
（
第
五
帖
は
中
途
の
み
）
と

あ
る
。
法
量
は
、
第
一
帖
が
八
丁
（
表
紙
を
含
む
）
で
縦
二

十
二
・
一

×

横
十
五
・
七

、
第
二
帖
が
二
丁
（
表
紙
を

cm

cm

含
む
）
で
縦
二
十
二
・
三

×

横
十
五
・
六

、
第
四
帖
が

cm

cm

二
丁
（
表
紙
を
含
む
）
で
縦
二
十
二
・
一

×

横
十
五
・
六

cm

、
第
五
帖
が
二
丁
で
縦
二
十
二
・
一

×

横
十
五
・
六

。

cm

cm

cm

各
帖
と
も
一
面
七
行
で
押
界
が
施
さ
れ
て
い
る
（
第
一
帖
：

界
高
二
十
・
二

、
界
幅
二
・
〇

／
第
二
帖
：
界
高
二

cm

cm

〇
・
三

、
界
幅
二
・
〇

／
第
四
帖
：
界
高
十
九
・
一

、

cm

cm

cm

界
幅
二
・
〇

／
第
五
帖
：
界
高
十
九
・
〇

、
界
幅
二
・

cm

cm

〇

）
。

cm各
帖
と
も
に
断
簡
で
あ
る
た
め
、
尾
題
や
巻
末
識
語
は
確

認
で
き
な
い
が
、
各
帖
（
第
一
・
二
・
四
帖
）
の
表
紙
左
上

に
朱
筆
で
以
下
の
よ
う
な
識
語
が
存
す
る
。

（
第
一
帖
）
「
白
一

一
校
了

朱
墨
二
」

（
第
二
帖
）
「
白
二

朱

點

二
點
」

（
マ
丶
）

（
第
三
帖
）
「[

白

四]

朱
墨
二
點
」

（
虫
損
）

さ
ら
に
、
宇
都
宮
氏
は
、
内
閣
文
庫
本
『
管
見
抄
』
と
智
積

院
所
蔵
の
残
葉
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
氏
は
、

次
の
よ
う
に
結
論
を
導
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
形
態
的
な
相
補
・
接
続
状
況
を
踏
ま
え
て
本
文

の
字
体
を
改
め
て
検
討
す
る
な
ら
ば
、
智
積
院
本
と
内
閣
文

庫
本
と
は
当
該
箇
所
に
お
い
て
は
同
筆
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
、

書
誌
的
事
項
と
し
て
も
、
各
帖
の
界
高
・
界
幅
等
の
法
量
や

料
紙
（
楮
紙
打
紙
）
に
至
る
ま
で
一
致
し
て
お
り
、
智
積
院

と
内
閣
文
庫
と
は
僚
巻
で
あ
り
、
本
来
は
一
具
で
あ
っ
た
も

の
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
宇
都
宮
氏
の
論
考
で
は
、
現
存
す
る

智
積
院
本
に
、
麻
糸
の
針
眼
が
残
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
に

つ
い
て
の
言
及
が
な
い
。
も
し
、
新
発
見
さ
れ
た
智
積
院
本
の

残
葉
に
、
内
閣
文
庫
本
と
同
じ
よ
う
な
線
装
の
針
眼
が
な
い
の
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で
あ
れ
ば
、
智
積
院
本
は
、
線
装
本
に
改
装
さ
れ
る
前
の
『
管

見
抄
』
の
一
部
で
あ
る
と
判
定
で
き
る
。
然
ら
ば
、
宇
都
宮
氏

の
「
糊
離
れ
が
起
こ
っ
た
た
め
に
剥
が
れ
た
智
積
院
本
部
分
だ

け
が
別
置
さ
れ
、
結
果
と
し
て
本
体
部
分
（
現
存
内
閣
文
庫
本
）

の
み
流
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
結
論
は
、
ほ
ぼ

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

二

さ
て
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
立
公
文
書
館
に
現
存
す

る
『
管
見
抄
』
は
、
元
々
和
学
講
談
所
の
所
有
物
で
あ
り
、
そ

の
一
部
の
残
葉
が
、
智
積
院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
こ
の
『
管
見
抄
』
の
伝
播
経
緯
に
つ
い
て
、
宇
都

宮
氏
は
、
「
関
東
田
中
坊
→
根
来
寺
（
亮
盛
周
辺
）
→
洛
東
智

積
院
（
祐
宜
・
元
寿
周
辺
）
→
和
学
講
談
所
」
と
い
う
見
解
を

示
し
て
い
る
。
し
が
し
な
が
ら
、
現
存
す
る
『
管
見
抄
』
は
、

「
関
東
田
中
坊
」
が
抄
写
し
た
原
本
で
は
な
く
、
和
学
講
談
所

の
会
頭
を
務
め
た
屋
代
弘
賢
に
よ
る
模
写
本
で
あ
っ
た
と
い
う

新
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
氏
が
提
出
し
た
伝
承
経
緯
は
、
成
立

し
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
も
そ
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
『
管
見

抄
』
の
最
初
の
所
蔵
機
関
で
あ
る
「
関
東
田
中
坊
」
と
は
、
如

何
な
る
場
所
で
あ
る
の
か
、
一
向
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

「
関
東
田
中
坊
」
が
『
管
見
抄
』
の
最
初
の
所
蔵
地
と
さ
れ

た
所
以
は
、
現
存
す
る
『
管
見
抄
』
の
第
九
冊
の
末
尾
に
、

永
仁
三
年
六
月
十
七
日
未
剋
」
於
関
東
田
中
坊
馳
筆
了
於

此
日
」
十
巻
皆
終
篇
功
者
也
墨
」
点
者
無
本
仍
不
加
之
也
」

以
他
本
更
可
写
之
耳
」

第
十
巻
の
末
尾
に
、

一
交
了
」
永
仁
三

五

廿
六

於
関
東
田
中
坊
書
之
」

と
い
う
二
条
の
奥
書
が
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

殆
ど
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
関
東
田
中
坊
」
と
い

う
言
葉
を
、
関
東
の
あ
る
場
所
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
太
田
次
男
氏
は
、
「
管
見
抄
と
『
越
抄
』
に
つ

い
て
」
と
い
う
論
文
の
注
十
二
に
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
提
示

し
て
い
る[
６]
。

- 32 -

管
見
抄
を
北
条
実
時
撰
と
断
定
す
る
に
足
る
資
料
は
未
だ

見
出
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
と
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、
従

来
、
検
討
の
充
分
で
な
い
、
管
見
抄
第
九
・
十
冊
に
見
え
る

書
写
奥
書
「
永
仁
三

五

廿
六

於
関
東
田
中
坊
書
之
」

の
「
田
中
」
の
場
所
に
つ
い
て
、
金
沢
文
庫
古
文
書
を
中
心

に
し
て
少
し
く
吟
味
す
る
。
実
時
の
孫
貞
顕
が
称
名
寺
釼
阿

へ
の
書
状
の
中
に
「
此
梨
花
、
田
中
に
候
木
に
候
を
、
所
望

申
候
て
、
態
令
進
之
候
」
（
金
沢
文
庫
古
文
書
二
輯1

1
5
9

）

と
あ
り
、
こ
の
文
面
か
ら
す
れ
ば
、
貞
顕
・
「
田
中
」
・
釼
阿

の
三
者
が
親
し
い
間
柄
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
し
、
更
に

同
じ
く
方
丈
宛
書
状
の
一
つ
に
、
前
置
と
し
て
「
此
状
御
一

見
之
後
者
、
即
火
中
に
入
ら
れ
候
へ
く
候
」
と
書
い
た
上
で

「
田
中
殿
御
返
事
之
趣
、
具
承
候
了
、
無
相
違
候
之
條
、
殊

悦
入
候
、
御
物
忩
之
中
、
早
速
御
申
、
故
悦
存
候
」（
同2

9
2

）

と
述
べ
て
い
る
の
を
み
れ
ば
、
こ
の
内
容
は
具
体
的
に
は
不

明
で
あ
る
と
は
い
え
、
三
者
が
単
に
親
し
い
と
い
う
程
度
以

上
に
、
か
な
り
深
い
結
び
つ
き
を
も
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

こ
の
「
田
中
殿
」
な
る
人
物
は
、
貞
顕
の
書
状
以
外
に
も

度
々
み
ら
れ
、
そ
の
中
「
十
七
貫
は
輪
如
房
替
取
候
了
、
所

残
十
三
貫
候
ら
ん
、
愚
身
又
可
替
取
之
由
、
本
主
令
申
候
了
、

其
内
四
貫
文
、
田
中
殿
の
方
へ
候
つ
る
、
引
候
へ
く
候
（
中

略
）
又
東
三
宝
僧
衆
中
鏡
智
房
、
証
也
房
、
先
今
月
分
自
食

為
之
闕
如
之
由
被
申
候
者
…
」
（
発
信
者
、
宛
名
未
詳
。
同

五
輯3

3
0
8

）
が
示
す
ご
と
く
、
自
身
も
仏
門
と
深
い
関
係
が

あ
る
こ
と
と
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
田
中
殿
」
「
池
田
殿
」

と
い
う
名
に
交
っ
て
「
土
橋
殿
僧
達
」
と
あ
る
書
状
（
発
信

者
、
宛
名
未
詳
。
同
六
輯4

8
2
3

）
も
こ
れ
を
示
唆
す
る
し
、

こ
の
外
、
「
田
中
明
達
房
」
（
本
如
御
房
宛
、
恵
阿
書
状
。
同

二
輯8

7
3

）
「
田
中
上
人
」
（
明
忍
上
人
宛
、
良
□
書
状
。
同

三
輯2

3
2
7

）
「
田
中
入
道
」
（
発
信
者
、
宛
名
未
詳
。
同
七
輯

5
5
0
6

）
な
ど
は
何
れ
も
仏
門
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
も
し
こ

れ
ら
が
「
田
中
殿
」
と
同
一
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
、

仏
門
と
の
関
係
は
一
層
明
確
に
な
る
。
尚
、
こ
の
人
物
の
歿

年
は
、
正
中
二
年
二
月
廿
日
（
同
一
〇
輯9

1
2

尾
）
で
あ
り
、

そ
の
数
度
の
法
要
の
度
に
『
阿
弥
陀
』
（
同
一
〇
輯6

7

）
『
尺

迦
讃
歎
』（
同
一
〇
輯1

0
4
1

）『
不
動
釈
』（
同
一
一
輯2

1
3
9

）

な
ど
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
、
各
巻
末
書
入
か
ら
知
ら
れ
る
。

こ
の
「
田
中
殿
」
を
貞
顕
や
、
管
見
抄
現
存
本
書
写
の
永
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仁
三
年
と
い
う
時
点
と
関
連
さ
せ
て
考
え
れ
ば
、
貞
顕
は
弘

安
元
年
（
一
二
七
八
）

に
生
ま
れ
、
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）

に
北
条
氏
滅

亡
と
運
命
を
共
に
し
て
い
る
の
で
、
永
仁
三
年
に
は
十
八
歳

で
あ
る
。
そ
の
前
年
に
左
衛
門
尉
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。『
吾

妻
鏡
』
に
は
、
幕
府
側
に
、
田
中
右
衛
門
知
継
な
る
人
物
が

み
え
る
が
、
記
事
は
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）

ま
で
で
終
り
、
永
仁

年
間
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
田
中
姓
は
こ
の
他
に
は
見
当
た

ら
な
い
。
「
田
中
殿
」
は
、
或
い
は
こ
の
田
中
氏
の
一
族
で

あ
ろ
う
か
。

以
上
述
べ
て
き
た
「
田
中
殿
」
に
つ
い
て
、
そ
の
屋
敷
を
、

前
記
田
中
坊
に
擬
定
し
た
と
し
て
も
、
さ
し
た
る
支
障
は
な

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
『
管
見
抄
』
に
関
す
る
本
論

に
於
い
て
管
見
抄
撰
者
を
北
条
時
頼
に
擬
し
た
関
係
上
、
北

条
得
宗
家
に
そ
の
地
頭
職
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
田

中
坊
を
常
陸
の
田
中
荘
に
存
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
も
考

え
た
が
、
現
在
ま
で
そ
れ
を
証
す
る
に
足
る
史
料
を
見
出
し

て
い
な
い
。
内
閣
文
庫
に
『
田
中
庄
惣
社
文
書
』
（
慶
長
二

十
年
写
、
弘
化
三
年
模
写
）
が
存
し
、
こ
の
庄
内
に
田
中
山

王
宮
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
永
仁
年
間
ま
で
遡
ら
せ
て
、
管

見
抄
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
こ

の
論
は
削
除
す
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ
の
「
田
中
殿
」
と
「
田

中
坊
」
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
の
方
が
、
諸
種
の
情
況
に
照

し
て
も
、
遙
か
に
自
然
で
あ
る
。

管
見
抄
の
撰
者
を
若
し
北
条
実
時
と
す
れ
ば
、
そ
の
曾
孫

に
当
た
る
貞
顕
と
か
な
り
深
い
関
係
に
あ
る
「
田
中
殿
」
の

坊
に
於
て
、
管
見
抄
の
転
写
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

可
能
性
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
更
に
検
討
を
要
す
る
。

こ
の
長
い
注
記
に
お
い
て
、
太
田
次
男
氏
は
、
奥
書
文
に
み
え

る
「
田
中
坊
」
は
、
金
沢
古
文
書
に
頻
見
す
る
「
田
中
殿
」
と

い
う
人
物
の
邸
宅
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
慎
重
な
意
見
を

提
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
の
論
述
は
と
も
か
く
、
武
家

の
屋
敷
を
「
坊
」
と
称
す
る
こ
と
に
は
、
ど
う
し
て
も
消
し
が

た
い
違
和
感
が
残
る
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
、
改
め
て
こ
の
二
条
の
書
写
奥
書
を
読
ん

で
み
て
、
従
来
と
違
う
読
み
方
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
奥
書
の
断
句
を
変
え
れ
ば
、
現
在
ま
で

場
所
名
と
見
な
さ
れ
て
き
た
「
田
中
坊
」
は
、
石
清
水
八
幡
宮

の
当
主
の
田
中
坊
の
坊
名
と
し
て
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
以

下
は
、
筆
者
に
よ
っ
て
新
た
に
断
句
し
た
奥
書
で
あ
る
。
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（
１
）
永
仁
三
年
六
月
十
七
日
未
剋
於
関
東
。
田
中
坊
馳
筆

了
於
此
日
。

（
永
仁
三
年
六
月
十
七
日
未
剋
関
東
に
於
い
て
す
。

田
中
坊
筆
を
馳
せ
て
此
の
日
に
了
わ
る
。
）

（
２
）
永
仁
三

五

廿
六

於
関
東
。
田
中
坊
書
之
。

（
永
仁
三
〈
年
〉
五
〈
月
〉
廿
六
〈
日
〉
関
東
に
於

い
て
す
。
田
中
坊
之
を
書
す
。
）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
立
公
文
書
館
に
現
存
す
る
こ
の
永
仁
三
年

鈔
『
管
見
抄
』
の
原
本
は
、
京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
の
別
当
を

務
め
る
田
中
坊
が
、
関
東
に
出
向
し
た
際
に
『
管
見
抄
』
を
目

に
し
て
、
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
新
解
釈
が
成
立
す
る
。

果
た
し
て
こ
の
よ
う
な
断
句
が
可
能
で
あ
る
の
か
。
実
は
、

こ
の
よ
う
な
書
き
方
（
時
間
＋
於
書
写
場
所
。
書
写
者
～
）
を

用
い
た
奥
書
は
、
中
世
に
お
い
て
も
決
し
て
珍
し
く
な
い
の
で

あ
る
。
傍
証
と
し
て
以
下
に
一
例
を
見
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
、

『
管
見
抄
』
の
成
立
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
名
僧
澄
禅
が
撰
し
た
『
三

論
玄
義
検
幽
集
』
（
龍
谷
大
学
蔵
写
本
）
巻
一
の
末
尾
に
、
次

の
よ
う
な
奥
書
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。

于
時
寶
徳
三
年
辛
未
於
同
北
室
。
蜜
乘
坊
五
月
十
六
日
始

筆
。

同
十
八
日
、
此
當
卷
書
寫
之
切
畢
。

さ
ら
に
、
た
と
え
従
来
の
断
句
に
基
づ
く
と
し
て
も
、
こ
の

「
関
東
田
中
坊
」
は
、
鎌
倉
に
分
祀
さ
れ
た
石
清
水
八
幡
宮
の

別
宮
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た

だ
し
問
題
な
の
は
、
田
中
坊
は
、
石
清
水
八
幡
宮
別
当
の
専
用

坊
号
で
あ
る
ゆ
え
に
、
関
東
の
別
宮
と
い
う
立
場
で
、
そ
の
ま

ま
こ
の
坊
号
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
ど
う
か
。

ち
な
み
に
、
上
引
の
太
田
氏
の
考
証
に
言
及
さ
れ
た
「
田
中
明

達
房
」
「
田
中
上
人
」
「
田
中
入
道
」
な
ど
の
人
物
も
、
石
清
水

八
幡
宮
か
ら
鎌
倉
に
派
遣
し
た
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て

高
い
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
何
れ
も
田
中
坊
と
名
乗
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
田
中
坊
は
、
た
と
え
石
清
水
八

幡
宮
田
中
家
の
人
で
あ
っ
て
も
、
別
当
で
な
け
れ
ば
、
安
易
に

使
え
る
坊
号
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
現

存
す
る
文
献
か
ら
、
「
関
東
田
中
坊
」
と
い
う
記
録
が
全
く
窺

え
な
い
こ
と
か
ら
も
、
石
清
水
八
幡
宮
は
、
鎌
倉
に
自
ら
の
別

宮
を
設
置
し
た
可
能
性
が
低
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ddb-sat2.php?nm=%E6%BE%84%E7%A6%AA&np=au
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
永
仁
三
年
鈔
『
管
見
抄
』
は
、
何

ら
か
の
形
で
石
清
水
八
幡
宮
の
田
中
坊
の
手
に
よ
っ
て
抄
写
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る[

７]

。
ま
た
、
永
仁
三
年
五
月

二
十
六
日
か
ら
同
六
月
十
七
日
と
い
う
短
い
鈔
写
時
間
か
ら
み

る
と
、
や
は
り
こ
れ
は
京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
の
別
当
が
、
鎌

倉
に
下
向
し
た
際
に
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
長
く
鎌
倉
に
滞
在
で
き
な
い
故
に
、
急
い
で
書
写
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
現
存
す
る
『
管
見
抄
』
は
、
元
来
石

清
水
八
幡
宮
田
中
坊
が
転
写
し
た
も
の
で
、
後
に
石
清
水
八
幡

宮
か
ら
流
出
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
が
浮
上
し
て
き
た
の
で
あ

る
。

四

さ
て
、
下
文
で
は
、
現
存
す
る
『
管
見
抄
』
の
底
本
の
抄

出
人
物
に
つ
い
て
少
し
検
討
し
て
み
よ
う
。

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
幕
府
の
重
臣
で
あ
り
、
鎌
倉

随
一
の
儒
将
で
あ
る
北
条
実
時
説
が
主
流
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
説
を
最
初
に
提
示
し
た
の
は
阿
部
隆
一
氏
で
あ
る
。
氏
は
、

「
北
条
実
時
の
修
学
の
精
神
」
と
い
う
論
文
に
、
次
の
よ
う
な

見
解
を
提
示
し
て
い
る[

８]

。

そ
の
跋
文
の
作
者
、
即
ち
本
書
の
抄
出
者
が
何
人
で
あ
る

か
、
従
来
明
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
跋
文
か
ら

推
定
し
得
る
こ
と
は
、
そ
の
人
と
は
鎌
倉
時
代
康
元
・
正
元

の
間
（
一
二
五
六
―
一
二
五
九
）
に
政
府
の
要
路
に
在
職
し
、

直
講
清
原
真
人
、
即
ち
鎌
倉
幕
府
に
招
か
れ
て
引
付
衆
に
列

し
、
鎌
倉
文
教
の
振
興
に
力
を
尽
く
し
た
鎌
倉
時
代
随
一
の

碩
儒
た
る
清
原
教
隆
に
傾
倒
し
て
学
ん
だ
人
で
あ
る
。
私
は

こ
の
時
代
に
こ
の
条
件
に
叶
う
人
は
、
金
沢
文
庫
の
創
立
者

た
る
北
条
実
時
を
お
い
て
他
に
擬
す
る
こ
と
を
得
な
い
と
信

ず
る
。
こ
の
期
間
前
後
の
実
時
の
官
職
学
事
を
顧
え
り
見
る

に
、
文
集
の
抄
出
さ
れ
始
め
た
康
元
元
年
は
実
時
三
十
三
歳

に
あ
た
り
、
そ
の
三
年
前
の
建
長
五
年
二
月
引
付
衆
か
ら
評

定
衆
に
あ
げ
ら
れ
、
建
長
七
年
越
後
守
に
任
官
、
従
五
位
下

に
叙
せ
ら
れ
、
実
時
は
北
条
一
門
の
重
鎮
と
し
て
幕
閣
に
列

し
て
、
政
治
の
枢
機
に
参
与
し
て
い
た
。

阿
部
氏
が
右
文
に
お
い
て
言
及
し
た
「
跋
文
」
は
、
現
存
す

る
『
管
見
抄
』
第
十
冊
の
末
尾
に
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
本
奥

書
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
文
を
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
翻
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字
・
断
句
し
以
下
に
添
付
す
る
。

管
見
抄
内
此
文
集
処
者
、
自
康
元
之
初
年
初
冬
中
旬
四
日
、

至
正
元
之
初
暦
初
冬
上
旬
七
日
、
都
廬
三
年
、
其
功
既
畢
。

或
公
務
之
隙
、
目
想
而
忘
疲
。
或
病
患
之
中
、
心
遊
而
不

怠
。
遂
抄
七
十
巻
合
一
十
巻
。
古
今
之
間
、
緇
素
之
類
、

抄
出
此
集
雖
多
、
其
人
皆
為
春
花
事
抄
出
之
、
為
秋
実
事

不
抄
之
、
於
今
抄
者
、
指
帰
異
之
。
先
抽
治
世
之
要
、
是

依
可
補
私
務
。
次
採
斉
物
之
詞
、
是
依
可
養
己
志
也
。
後

拾
風
月
之
章
、
是
依
可
悦
我
目
也
。
毎
披
見
此
集
、
以
可

助
身
上
病
。
毎
握
翫
此
抄
、
以
可
休
世
上
愁
。
猗
哉
此
抄
、

其
徳
惟
多
。
抑
此
抄
一
部
十
巻
、
誂
清
直
講
終
朱
墨
点
。

彼
真
人
、
累
代
高
才
之
儒
胤
也
、
当
世
絶
倫
之
名
士
也
。

世
之
所
知
也
、
人
之
所
許
也
。
然
則
比
掌
内
珠
、
為
函
中

寶
、
莫
出
閫
外
而
已
。

（
管
見
抄
内
の
此
文
集
の
処
は
、
康
元
の
初
年
（
一
二
五
六
）

初

冬
中
旬
四
日
よ
り
、
正
元
の
初
暦
（
一
二
五
九

）
初
冬
上
旬

七
日
に
至
り
、
都
廬
三
年
な
り
、
其
の
功
既
に
畢
ぬ
。

す

べ
て

或
は
公
務
の
隙
、
目
想
し
て
疲
れ
を
忘
れ
、
或
は
病
患

の
中
、
心
遊
し
て
怠
ら
ず
。
遂
に
七
十
巻
を
抄
し
て
一

十
巻
に
合
す
。
古
今
の
間
、
緇
素
の
類
、
此
の
集
を
抄

出
す
る
こ
と
は
多
し
と
雖
も
、
其
の
人
は
み
な
春
花
の

事
の
為
に
之
を
抄
出
し
、
秋
実
の
こ
と
の
為
に
抄
出
せ

ず
。
今
の
抄
す
る
者
に
於
い
て
は
、
指
帰
之
に
異
な
る
。

先
ず
治
世
の
要
を
抽
き
、
是
依
て
私
務
を
補
う
べ
し
。

次
に
斉
物
の
詞
を
採
り
、
是
依
り
て
己
志
を
養
う
べ
し
。

後
に
風
月
の
章
を
拾
い
、
是
依
り
て
我
が
目
を
悦
ば
す

べ
し
。
こ
の
集
を
披
見
す
る
毎
に
、
以
て
身
上
の
病
助

か
る
べ
し
。
此
抄
を
握
翫
す
る
毎
に
、
以
て
世
上
の
愁

を
休
す
べ
し
。
此
の
抄
に
猗
る
や
、
其
の
徳
は
惟
だ
多

よ

し
。
抑
も
此
抄
一
部
十
巻
、
清
直
講
に
誂
へ
て
朱
墨
の

点
を
終
わ
り
ぬ
。
彼
の
真
人
、
累
代
高
才
の
儒
胤
な
り
、

当
世
絶
倫
の
名
士
な
り
。
世
に
知
る
所
な
り
、
人
の
許

す
所
な
り
。
然
れ
則
ち
掌
内
の
珠
に
比
し
、
函
中
の
宝

と
為
す
、
閫
外
に
出
す
こ
と
莫
か
ら
し
む
の
み
。
）

一
読
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
本
奥
書
に
お
い
て
は
、
抄

写
者
を
明
示
す
る
言
葉
が
、
そ
も
そ
も
存
在
し
て
お
ら
ず
、
北

条
実
時
説
は
、
あ
く
ま
で
阿
部
氏
の
推
測
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
『
管
見
抄
』
の
抄
写
者
を
武
将
の
北
条
実
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時
に
推
定
す
る
の
に
は
、
幾
つ
か
の
疑
問
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

①
こ
の
本
奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
書
抄
写
の
完
成
は
「
正
元
之

初
暦
初
冬
上
旬
七
日
」
、
つ
ま
り
一
二
五
九
年
十
月
七
日
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
立
公
文
書
館
蔵
『
令
義
解
』
巻
三
末

の
「
正
元
元
年
十
月
十
四
日
、
以
三
代
伝
授
秘
説
奉
授
越
州
使

君
尊
閣
畢

直
講
清
原
」
と
い
う
奥
書
に
基
づ
け
ば
、
正
元
元

年
の
十
月
に
、
清
原
教
隆
と
北
条
実
時
と
の
間
で
は
、
『
白
氏

文
集
』
の
講
義
で
は
な
く
、
正
嘉
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
令
義

解
』
の
講
義
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

②
現
存
す
る
金
沢
文
庫
の
関
係
文
献
を
調
べ
て
み
る
と
、
北

条
実
時
本
人
に
よ
る
奥
書
は
何
れ
も
極
め
て
短
い
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
「
越
州
刺
史
」
と
い
う
署
名
と
花
押
と
併
記
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る[

９]

。
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
、
言
葉
の
典

故
を
調
べ
て
み
れ
ば
、
当
の
奥
書
は
、
実
に
漢
文
及
び
仏
典
に

教
養
の
深
い
持
ち
主
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

も
そ
も
北
条
実
時
は
、
以
上
の
よ
う
な
長
篇
か
つ
優
雅
な
漢
文

を
作
成
す
る
才
力
が
あ
る
の
か
も
か
な
り
の
疑
問
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
猗
哉
此
抄
」
（
す
べ
て
こ
の
抄
に
頼
る
）
と
い
う
文
言

も
、
い
く
ら
漢
籍
を
愛
好
し
た
と
言
っ
て
も
、
こ
れ
は
雄
々
し

い
一
武
将
か
ら
発
さ
れ
た
こ
と
ば
と
は
到
底
考
え
に
く
い
で
あ

ろ
う
。

五

さ
て
、
こ
の
『
管
見
抄
』
の
本
当
の
抄
写
者
は
、
北
条
実
時

で
な
け
れ
ば
、
一
体
如
何
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
先
に
結
論
を

言
え
ば
、
上
記
の
本
奥
書
の
本
文
を
逐
一
丁
寧
に
解
読
し
て
み

れ
ば
、
そ
の
抄
写
者
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
時
の
将
軍
で
あ
る
宗
尊

親
王
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
判
明
す
る
。

ま
ず
、
直
接
こ
の
奥
書
を
書
き
残
し
た
の
が
時
の
幕
府
将
軍

で
あ
る
宗
尊
親
王
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
は
、
奥
書
の
文

末
に
み
え
る
「
閫
外
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、

「
閫
外
の
将
は
君
命
を
聞
か
ず
」
と
い
う
俗
語
が
言
う
よ
う
に
、

「
閫
外
」
と
は
、
一
般
に
在
外
の
将
軍
を
指
す[

]

。
よ
っ
て
、

10

こ
こ
の
「
閫
外
」
は
、
時
の
幕
府
将
軍
で
あ
る
宗
尊
親
王
と
理

解
で
き
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
「
閫
外
」
と
い
う
表
現
の
み
で
、
こ
の
奥
書
の

作
者
を
宗
尊
親
王
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
、
奥
書
の
中
か

ら
、
我
々
は
、
そ
の
作
者
の
も
う
一
つ
重
要
な
個
人
情
報
を
知

り
得
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
或
病
患
之
中
、
心
遊
而
不
怠
」

や
「
毎
披
見
此
集
、
以
可
助
身
上
病
」
な
ど
の
言
葉
か
ら
、
当
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の
作
者
は
、
ず
っ
と
病
苦
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
正
し
く
宗
尊
親
王
の
多
病
と
い
う
特
徴

と
も
合
致
す
る
。
参
考
の
た
め
に
、
『
吾
妻
鏡
』
に
宗
尊
親
王

の
病
気
に
関
わ
る
記
事
の
一
部
を
抽
出
し
て
、
以
下
に
列
挙
す

る[
]

。

11

①
建
長
四
年
八
月

○
十
日
壬
戌
。
天
晴
。
將
軍
家
御
惱
聊
御
減
。
被
聞
食
御
粥
。

○
十
三
日
乙
丑
。
天
晴
。
將
軍
家
御
温
氣
退
散
。
被
聞
食
御

膳
之
間
。

○
十
四
日
丙
寅
。
放
生
會
御
參
宮
供
奉
人
散
狀
被
覧
之
。
雖

有
御
惱
被
召
出
之
。

○
十
五
日
丁
卯
。
鶴
岡
八
幡
宮
放
生
會
也
。
將
軍
家
依
御
惱

無
御
參
宮
。

○
十
七
日
己
巳
。
將
軍
家
御
惱
。
猶
以
不
快
之
間
。

②
康
元
元
年
七
月

○
廿
日
戊
申
。
將
軍
家
有
御
惱
。

③
文
応
元
年
四
月

○
廿
二
日
己
未
。
今
日
。
將
軍
家
御
惱
の
間
。

○
廿
六
日
癸
亥
。
將
軍
家
御
惱
事
。

④
文
応
元
年
五
月

○
十
三
日
庚
辰
。
子
尅
。
將
軍
家
御
惱
。

○
十
六
日
癸
未
。
雨
降
。
御
惱
御
祈
禱
。

○
十
八
日
乙
酉
。
雨
降
。
將
軍
家
御
惱
令
復
本
御
。

⑤
文
応
元
年
八
月

○
七
日
壬
寅
。
晴
。
將
軍
家
煩
赤
痢
病
御
。

○
十
五
日
庚
戌
。
晴
。
鶴
岳
放
生
會
。
將
軍
家
無
御
參
宮
。

赤
痢
病
御
御
惱
不
輕
之
故
也
。

○
十
七
日
壬
子
。
晴
。
依
將
軍
家
御
惱
。

○
廿
日
乙
卯
。
晴
。
將
軍
家
御
惱
聊
令
屬
減
御
。

な
お
、
奥
書
の
言
葉
使
い
か
ら
も
、
こ
の
奥
書
は
、
武
家
に

よ
る
文
筆
で
は
な
い
こ
と
が
管
窺
で
き
る
。
例
え
ば
、
前
文
に

も
言
及
し
た
「
猗
哉
此
抄
」
と
い
う
言
葉
は
、
『
詩
経
』
衛
風

「
猗
重
較
兮
」
と
い
う
用
例
を
踏
ま
え
た
書
き
方
で
あ
り
、「
其

人
皆
為
春
花
事
抄
出
之
、
為
秋
実
事
不
抄
之
」
と
い
う
一
文
は
、

明
ら
か
に
『
本
朝
文
粹
』
巻
九
所
収
の
大
江
朝
綱
「
仲
春
釋
奠

聽
講
周
易
同
賦
學
校
如
林
一
首
」
の
「
修
道
而
居
、
拾
秋
實
於

仁
義
。
染
翰
而
作
、
發
春
華
於
文
章
」
を
出
典
と
す
る
言
葉
で

あ
る[

]

。

12
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ま
た
、「
或
公
務
之
隙
」「
可
補
私
務
也
」
と
の
二
文
は
、『
朝

野
群
載
』
巻
第
二
十
二
に
所
収
「
諸
国
雑
事
」
（
康
和
二
年
二

月
廿
六
日
）
の
「
百
姓
狎
近
。
必
瞻
賢
愚
。
内
表
虜
胡
。
外
放

狎
詞
。
仍
於
公
私
務
自
有
忽
諸
。
但
隨
國
躰
耳
」
と
い
う
用
例

に
鑑
み
れ
ば[

]
、
こ
こ
の
「
私
務
」
は
、
阿
部
氏
が
提
示
し
た

13

「
私
の
務
め
」
で
は
な
く
、
一
つ
の
熟
語
と
し
て
理
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
鎌
倉
幕
府
の
公
務
を
敢
え
て
「
私
務
」

と
遜
称
す
る
の
も
、
京
都
の
天
皇
政
権
へ
の
配
慮
か
ら
出
た
言

葉
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
や
は
り
か
つ
て
後
嵯
峨
天
皇
の
寵
愛

を
受
け
た
宗
尊
親
王
な
ら
で
は
の
言
葉
で
あ
る
。

以
上
、
本
文
は
、
主
に
現
存
す
る
『
管
見
抄
』
の
原
作
者
及

び
抄
写
者
と
の
考
証
に
集
中
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
管

見
抄
』
の
書
写
奥
書
と
本
奥
書
に
は
、
実
は
更
に
興
味
深
い
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
本
奥
書
の
最
後
の
「
掌
中
珠
」
や
「
函
中

寶
」
な
ど
の
言
葉
か
ら
見
れ
ば
、
宗
尊
親
王
は
、
こ
の
自
ら
書

写
し
た
『
管
見
抄
』
を
、
あ
く
ま
で
普
通
の
詩
文
集
で
は
な
く
、

文
殊
菩
薩
の
「
掌
中
智
珠
」
に
見
立
て
、
自
分
及
び
幕
府
を
護

持
す
る
法
典
と
し
て
尊
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る[

]

。
こ
れ
も
、

14

石
清
水
八
幡
宮
の
別
当
田
中
坊
が
こ
の
『
管
見
抄
』
を
急
ぎ
転

写
し
て
、
本
社
に
持
ち
帰
っ
た
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
以
て
、
現
存
す
る
伝
宗
尊
親
王
・
伝

北
条
頼
時
筆
白
詩
古
筆
切
資
料
群
（
熊
野
切
）
を
踏
ま
え
、
宗

尊
親
王
を
中
心
と
す
る
鎌
倉
漢
籍
受
容
層
の
読
書
・
政
治
活
動

と
関
連
づ
け
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

注

[

１]

金
沢
文
庫
旧
蔵
本
『
白
氏
文
集
』
の
奥
書
解
読
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
史
料
と
し
て
の
奥
書
―
金
沢
本
白
氏
文
集
の
巻
末
識
語
を
読

み
解
く
」
（
『
ア
ジ
ア
遊
学1

4
0

旧
鈔
本
の
世
界

漢
籍
受
容
の
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
』
、
平
成
二
十
三
年
四
月
、
勉
誠
出
版
）
を
参
照
。

ま
た
、
『
管
見
抄
白
氏
文
集
』
の
底
本
で
あ
る
景
祐
四
年
刊
白
氏

文
集
の
渡
来
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
両
宋
時
期
刻
本
東
伝
日

本
考
―
兼
論
金
沢
文
庫
之
創
建
経
緯
」
（
『
西
華
大
学
学
報
哲
学
社

会
科
学
版
』
二
〇
一
〇
年
第
三
期
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

[

２]

拙
稿
「
屋
代
弘
賢
と
『
白
氏
文
集
』
―
内
閣
文
庫
蔵
『
管
見
抄
』

の
抄
写
者
に
つ
い
て
―
」
（
平
成
二
十
五
年
度
「
高
松
宮
家
伝
来

書
籍
を
中
心
と
す
る
漢
籍
読
書
の
歴
史
と
そ
の
本
文
に
関
す
る
研

究
」
研
究
会
配
布
資
料
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
日
於
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
）
。
な
お
、
永
仁
本
の
原
本
は
、
後
に
新
見
正
路

の
手
に
渡
り
、
那
波
本
（
堀
杏
庵
・
松
方
正
義
・
島
田
翰
旧
蔵
本
）
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と
の
校
勘
が
行
わ
れ
た
。
現
存
の
内
閣
文
庫
本
『
管
見
抄
』
と
新

見
正
路
『
那
波
本
』
を
校
合
し
た
結
果
、
屋
代
弘
賢
が
内
閣
文
庫

本
を
模
写
し
た
際
に
、
幾
つ
か
の
作
品
を
写
し
漏
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
存
の
内
閣
文
庫
本
は
、
永
仁
本
の
原

本
で
は
な
く
、
後
出
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
断
定
で
き
る
。

こ
れ
に
関
す
る
詳
し
い
考
察
は
、
他
稿
に
譲
る
。

[

３]

国
立
公
文
書
館
編
『
内
閣
文
庫
百
年
史

増
補
版
』（
汲
古
書
院
、

昭
和
六
十
一
年
）
を
参
照
。

[

４]

長
澤
孝
行
編
『
内
閣
文
庫

思
い
出
咄
』
（
非
売
品
、
平
成
十
三

年
）
を
参
照
。

[

５]

宇
都
宮
啓
吾
「
智
積
院
新
文
庫
蔵
『
管
見
抄
』
（
断
簡
）
に
つ
い

て
」（
『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
十
号
、
平
成
二
十
一
年
）
を
参
照
。

[

６]

太
田
次
男
「
管
見
抄
と
『
越
抄
』
に
つ
い
て
」（
『
金
沢
文
庫
研
究
』

一
九
九
、
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
、
の
ち
『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す

る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
』
に
収
録
、
勉
誠
社
、
平
成
九
年
）
を

参
照
。

[

７]

ち
な
み
に
、
福
島
金
治
氏
は
、
こ
の
田
中
家
を
、
石
清
光
八
幡
宮

田
中
家
で
あ
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
福
島
金
治
「
鎌
倉
中
期
の

京
・
鎌
倉
に
お
け
る
漢
籍
受
容
者
群
―
『
管
見
抄
』
と
『
鳩
嶺
集
』

の
あ
い
だ
」（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
七
五
集
、

平
成
二
十
五
年
）
を
参
照
。
な
お
、
福
島
論
文
は
、
国
立
民
俗
博

物
館
共
同
研
究
会
報
告
（
二
〇
一
一
年
十
一
月
五
日
）
を
纏
め
た

も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
同
日
に
発
表
し
た
自
身
の
報
告
で
あ
る

「
『
管
見
抄
白
氏
文
集
』
の
成
立
と
金
沢
文
庫
の
創
設
背
景
」
を

纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

[

８]

阿
部
隆
一
「
北
条
実
時
の
修
学
の
精
神
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
一

四
七
、
昭
和
四
十
三
年
）
を
参
照
。

[

９]

北
条
実
時
の
読
書
奧
書
は
、
金
沢
本
『
群
書
治
要
』
の
一
部
の
巻

末
に
施
さ
れ
て
い
る
。
「
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
奧
書
」
（
古
典
研

究
会
叢
書
漢
籍
之
部

『
群
書
治
要
』
第
七
冊
、
平
成
三
年
）
を

15

参
照
。
一
例
と
し
て
、
巻
十
五
奧
書
を
以
下
に
附
記
す
る
。

此
書
一
部
先
年
於
京
都
書
寫
了
。
而
當
巻
誂
右
京
兆
茂
範
加

點
了
。
爰
去
文
永
七
年
十
二
月
、
當
巻
已
下
少
々
燒
失
了
。
然

間
以
康
有
本
者
、
以
予
之
燒
失
本
所
書
寫
也
。
于
時
建
治
二
年

八
月
廿
五
日

越
州
刺
史
（
實
時
花
押
）
。

[
]

ち
な
み
に
、
「
閫
外
」
は
、
『
晋
書
』
陶
侃
伝
「
閫
外
多
事
、
千
緒

10

萬
端
、
罔
有
遺
漏
」
を
出
典
と
す
る
言
葉
で
あ
る
。

[
]

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
三
十
三
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
八

11

年
）
を
参
照
。
な
お
、
宗
尊
親
王
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
中
川
博

夫
・
小
川
剛
生
「
宗
尊
親
王
年
譜
」（
『
言
語
文
化
研
究
』
第
１
号
、

http://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller#0
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平
成
六
年
）
を
参
照
。

[
]

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
二
十
九
巻
下
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和

12

四
十
年
）
を
参
照
。

[
]

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
二
十
九
巻
上
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和

13

三
十
九
年
）
を
参
照
。

[
]

例
え
ば
、
良
全
筆
「
騎
獅
文
殊
図
」
（
正
木
美
術
館
蔵
、
下
図
を

14

参
照
）
に
、
「
七
佛
之
師
下
五
臺
、
金
毛
獅
子
驀
腰
騎
。
癡
人
掌

内
智
珠
現
、
暗
地
還
生
按
劍
疑
」
と
い
う
乾
峰
士
曇
の
画
賛
が
み

え
る
。
「
掌
内
智
珠
」
と
は
、
文
殊
菩
薩
の
手
に
持
っ
て
い
る
仏

典
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
日
本
の
中
世
に
お
い
て
は
、
白

居
易
を
文
殊
菩
薩
に
見
立
て
て
信
仰
す
る
風
潮
が
流
行
し
て
い

た
。
こ
れ
に
関
す
る
考
証
は
、
拙
著
の
『
白
居
易
の
文
学
と
白
氏

文
集
の
成
立
』
（
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
三
年
）
第
六
章
「
慧
萼

と
蘇
州
南
禅
院
『
白
氏
文
集
』
の
日
本
伝
来
―
会
昌
四
年
識
語
を

読
み
解
く
―
」
、
『
漢
籍
東
漸
及
日
藏
古
文
献
論
考
稿
』
（
静
永
健

氏
と
共
著
、
中
華
書
局
、
平
成
二
十
三
年
）
所
収
の
「
慧
萼
東
伝

『
白
氏
文
集
』
與
普
陀
洛
迦
開
山
考
」
、
及
び
拙
稿
「
『
政
治
要
略
』

所
収
の
「
白
居
易
伝
」
を
読
み
解
く
―
白
居
易
の
生
卒
年
・
家
庭

環
境
・
成
仏
に
関
す
る
諸
問
題
を
中
心
に
―
」
（
『
白
居
易
研
究
年

報
』
第
十
号
、
平
成
二
十
一
年
）
、「
実
相
院
密
乗
建
長
四
年
筆
「
文

集
巻
第
三

新
楽
府
」
（
書
影
四
枚
）
」
（
『
白
居
易
研
究
年
報
』
第

十
二
号
、
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
三
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

[

騎
獅
文
殊
図]

（
正
木
美
術
館
編
『
水
墨
図
・
墨
蹟
の
魅
力
』
〈
吉
川
弘
文
館

平
成
二
十
年
〉

よ
り
）


